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This study was designed to provide Japanese university students with a large 
amount of L2 input to make them conscious of their own L2 listening process. Although 
a listening test was added to the National Center Test for University Admissions several 
years ago, many Japanese university students still have a negative attitude to listening 
in English. It was hypothesized that students would begin to use metacognitive 
monitoring strategies through completing quizzes over time, and would eventually 
increase their listening proficiency, which would be measured by a post-test. By testing 
the effect of metacognitive monitoring on their listening skill, this study was expected 





われている (Paris & Newman, 1990; O’Malley, Chamot, Stewner-Manzares, Kupper, and 




クな面での高揚感を持つことにもなる (Schunk & Zimmerman, 2007)。
　英語リーディングにおける研究で、よい学習者は、メタ認知モニタリングに優れてい





Can Metacognitive Monitoring Training Affect



































　4 年制大学に通う日本人大学生 1 年生 53 名である。大学入学の形態は、一般入試、推
薦入試、センター試験入試と、さまざまである。大学の偏差値は、大手予備校各社の平均











































































3.2  t 検定の結果
　表 2 は、調査対象者の t 検定の結果を示す。
表 2.　対応サンプルの検定
項目 t df p
どのくらい理解しましたか？ -3.62 51 .001
どのくらい難しく感じましたか？ -2.21 51 .032
聴いた内容に興味を持ちましたか？ -1.59 51 .118
聴いた内容は好きですか？ -3.63 51 .001
この次のリスニングは自信が持てますか？ -2.32 51 .024
5 つのリスニングに対するビリーフの下位項目に関して尋ねている質問票であるので、有







同じ学習者のプレ・ポストテストなので、対応のある 2 群の t 検定を利用して、メタ認知
ストラテジー育成プラン実施後の英語リスニング力の伸びを測った。
英語リスニングのポストテストの結果は、プレテストの結果よりも有意の差で優れていた
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　　　(1) とても難しい  (2) 少し難しい  (3) それほどでもない (4) 簡単
　2.　どのくらい難しく感じましたか？ 
　　　(1) 全くわからなかった (2) 難しい (3) まあまあ (4) よくわかった
　3.　聴いた内容に興味を持ちましたか？
　　　(1) 全く持たなかった (2) 少し持った (3) まあまあ (4) とても面白かった
　4.　聴いた内容は好きですか？
　　　(1) 全く好きでない (2) あまり好きでない (3) まあまあ (4) 大好きだ
　5.　この次のリスニングは自信が持てますか？
　　　(1) 全く持てない (2) あまり持てない (3) まあまあ (4) とても自信がある
